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擁壁工指針　第4章  設計に関する一般事項　　４－２－２　自重

　　擁壁の設計に用いる自重は、躯体重量が基本となるが、構造物の種類や土質条件等によっては、

底板上の裏込め土等を加えて設定する方が適切である場合がある。解図４－６は自重の考え方の一例を示す。

　　土の単位体積重量は、土質試験結果をもとにして決定するのが望ましい。なお、高さが8ｍ以下の擁壁で

土質試験を行うことが困難な場合は、「４－３　土の設計諸定数」の解表４－６に示す値を用いてもよい。

擁壁工指針による自重

　　自重は、擁壁の種類や土質条件等を考慮するとともに、材料の単位体積重量を適切に評価して設定
するものとする。

自重=躯体+裏込め土

裏込め土躯体

解図４－１ 自重の考え方（例）
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